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上野会クリニックからの症例提示です。

症例 50歳代・女性

病歴 定期スクリーニング検査として大腸CTを受けた。

50 yo female underwent CTC as a surveillance

https://www.uenoclinic.com/

右側臥位

カテーテルの隣に5～6mm
のポリープが疑われます。

断面の内部濃度から、便で
はないことがわかります。

＊上野会クリニックでは腹臥位の代用で側臥位でも撮影しています
Right decubitus position (recommended as alternative for prone)

5-6 mm polyp, suspected

https://www.uenoclinic.com/


内視鏡で確認し、切除されました
Resected endoscopically

病変は直腸カテーテルのバルーンに押されて見えにくい？？

バルーン

診断：
高度異型管状腺腫

仰臥位

Supine

Polyp behind the catheter??

Tubular adenoma (severe atypia)



実は、2年前にも大腸CTを受けていました。

仰臥位 腹臥位

病変は明らかではありません。

⇒ 直腸カテーテルの裏に隠れているかも？？

残渣

カテーテルを電子洗浄で消してみましょう。

CTC 2 years before

feces

No definite lesions

Behind the catheter?



ちちんぷいぷい（古っ！）

カテーテルの裏にポリープらしき病変が出現しました！

腹臥位仰臥位

カテーテルで見えにくい直腸は、慎重な読影が必要です。

The catheter removed electronically

The polyp appeared behind the catheter!

Check rectum carefully on CTC!

前のページと
比べてみてね♪



上野会クリニックでは、大腸CT
検査を受けられた方へ２年後の

定期検査を勧めています。

大腸の検査は定期的に受けることが大切です。

上野会クリニック清水様、上野先生、貴重な資料の提供ありがとうございました。
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